
短期特別課題 条幅の基礎を学ぶ

半
切
四
分
の
一
に
書
く
Ⅱ
（
18
）�

締
切
り
　
六
月
二
十
四
日
（
必
着
）

◎�

本
誌
に
条
幅
（
半
切
）
の
課
題
が
正
式
に
設
置
さ
れ

た
の
は
、
平
成
十
一
年
七
月
の
こ
と
で
、
そ
の
前
の

約
八
年
間
は
、
半
切
へ
の
足
が
か
り
と
し
て
半
切
四

分
の
一
の
サ
イ
ズ
（
約
六
八
㎝
×
十
七
、五
㎝
）
で
条

幅
の
基
礎
を
学
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

◎�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、元
愛
知
教
育
大
学
名
誉
教
授
・

神
谷
葵
水
先
生
の
当
時
の
お
手
本
を
も
と
に
、
改
め

て
条
幅
の
基
礎
を
学
び
ま
す
。
平
成
二
十
六
年
に
も

一
年
間
学
び
ま
し
た
の
で
、
今
回
は
パ
ー
ト
Ⅱ
に
な

り
ま
す
。

◎�

条
幅
は
苦
手
と
い
う
方
、
大
き
い
作
品
に
気
後
れ
し

て
い
る
方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
条
幅
の
草
稿
作

り
の
つ
も
り
で
気
軽
に
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

〔
読
み
〕
徳

と
く
は
こ
な
ら
ず
り
ん
あ
り

不
孤
有
隣
（
論
語
）

〔
大
意
〕
　�

徳
の
あ
る
者
は
孤
立
す
る
こ
と
が
な
く
、理
解

し
助
力
す
る
人
が
あ
ら
わ
れ
る
。

〔
解
説
〕

・�

用
紙
に
五
文
字
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
収
め
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
行
の
中
心
、
字
間
、
天
地
の
あ
き
等
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。
紙
を
折
る
、
下
敷
の
罫
を
利
用
す

る
等
の
方
法
も
あ
り
ま
す
。

・�

お
手
本
を
よ
く
み
る
と
、
各
字
に
大
小
の
違
い
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
潤
渇
も
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
そ
の
方
が
動
き
や
リ
ズ
ム
が
出
て
表
現
が
豊
か

に
な
り
ま
す
。

・�

で
き
る
方
は
、
書
体
や
崩
し
方
を
変
換
し
て
オ
リ
ジ

ナ
ル
な
作
品
に
挑
戦
し
て
下
さ
い
。
そ
の
際
、
字
典

で
し
っ
か
り
調
べ
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

・�

落ら
っ

款か
ん

（
署
名
・
印
）
も
作
品
の
一
部
で
す
。
丁
寧
に

収
め
ま
し
ょ
う
。
印
の
な
い
方
は
□
を
赤
ペ
ン
又
は
朱

墨
で
書
い
て
下
さ
い
。

〔
作
品
の
出
し
方
〕

▼�

毛
筆
部
＝
条
幅
半
切
四
分
の
一
（
約
六
八
㎝
×

十
七
、五
㎝
）
に
書
い
て
下
さ
い
。

▼�

硬
筆
部
＝
Ｂ
５
版（
二
五
七
㎜
×
一
八
二
㎜
）以
下
の

紙
に
課
題
手
本
の
よ
う
な
枠
線
を
引
い
て
下
さ
い
。

用
具
は
自
由
で
す
が
、
細
い
線
は
相
応
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。（
フ
エ
ル
ト
ペ
ン
・
筆
ペ
ン
可
）

▼�

出
品
制
限
の
対
象
と
は
し
ま
せ
ん
が
、
出
品
は
硬
・

毛
の
ど
ち
ら
か
一
方
に
限
り
ま
す
。

▼�

事
務
処
理
上
、
支
部
略
称
・
氏
名
・
会
員
番
号
・
毛

筆
漢
字
の
成
績（
硬
筆
の
場
合
は
硬
筆
規
定
の
成
績
）

を
、
作
品
余
白
に
お
書
き
下
さ
い
。

▼�

優
秀
作
品
は
、
写
真
版
と
し
て
成
績
表
の
後
ろ
に
掲

載
し
ま
す
が
、成
績
表
で
の
順
位
発
表
は
し
ま
せ
ん
。

神
　
谷
　
葵
　
水
　
先
　
生
　
書



一 般 部 規 定 課 題　　　　　　　　　　　締切り　6 月24 日（必着）

新入から１級まで準初段から六段まで

〔解　説〕 〔解　説〕

奥
おく

　村
むら

　暢
のぶ

　之
ゆき

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会段位用紙

大
おお

　谷
たに

　清
せい

　城
じょう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会級位用紙

−  1  −

★
惨み

じ

め
な
…
（
書
体
＝
行
書
）

　
　
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
（
一
五
六
四
～
一
六
一
六

）

　
　
イ
ギ
リ
ス
の
劇
作
家

　
落
ち
込
ん
で
い
る
者
に
と
っ
て
唯
一
の
慰

め
は
、
希
望
を
持
つ
こ
と
で
あ
る
と
劇
作
家

は
言
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
希
望
を
形
で
与
え
る
こ
と

は
大
変
難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
そ
れ
は
、
実
現
性
が
高
く
、
手
頃
な
希
望

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。

◆
７
月
課
題
予
告
（
楷
書
）

　
重
い
人
が
悟
っ
た
時

　
物
凄
く
軽
く
な
る

　
　
　
　
高
橋
睦む

つ

郎お

★
知
恵
に
は
…
（
書
体
＝
楷
書
）

　
　
広ひ

ろ

中な
か

平へ
い

祐す
け

（
一
九
三
一
～
）

　
　
数
学
者

　
い
く
ら
学
ん
で
も
未
知
の
事
柄
は
無
限
に

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
状
況
下

で
も
人
は
、
何
ら
か
の
答
え
を
出
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
決
断
を
支
え
る
の
が
知
恵
の
強
さ
で

あ
り
、
広
く
、
深
く
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
鍛

え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

◆
７
月
課
題
予
告
（
行
書
）

　
行
動
し
な
い
者
に
は

　
神
は
決
し
て

　
手
を
差
し
伸
べ
な
い

　
▼
教
範
・
書
範
＝
楷
書

　
▼
師
範
＝
行
草
ま
た
は
草
書

　
▼

教
範
・
書
範
は
右
課
題
を
「
行
草
ま
た
は
草
書
」
で
、
師
範
は
「
行
書
」
で
出
書
し
て
下
さ
い
。

１

１

２

２

３

３

６

７
５

４

ム
は
中
心
よ
り
右

ホ
は
許
容

木
が
標
準

右
払
い
し
っ
か
り

長
く

米
の
後
に
書
く

中
心

日
は
中
心
よ
り

　
　 

右
側
に



一 般 部 か な 課 題　　　　　　　　　　　締切り　6 月24 日（必着）

新入から１級まで準初段から六段まで

田
た

　中
なか

　貴
き

　光
こう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会段位用紙

田
た

　中
なか

　貴
き

　光
こう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会級位用紙

−  2  −

〔
句
解
〕
こ
の
健
や
か
な
子
に
も
、
そ
の
母

た
る
私
に
も
、
真
白
い
花
の
咲
く
夏
が
や
っ

て
き
た
。

〔
鑑
賞
〕
昭
和
十
六
年
作
。
こ
の
〈
子
〉
は
、

鷹
女
の
一
子
の
陽
一
。
当
時
、
陸
軍
経
理
学

校
の
学
生
で
、
句
集
『
白
骨
』
に
は
、
こ
の

子
に
寄
せ
る
母
情
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。〈
ま

し
ろ
き
花
〉
は
、
卯
の
花
・
茨
の
花
・
ア

カ
シ
ア
・
泰
山
木
な
ど
考
え
ら
れ
る
。
真
っ

白
い
花
の
も
つ
イ
メ
ー
ジ
は
清
純
・
高
貴
で
、

ま
し
ろ
き
と
白
さ
を
強
調
し
、
夏
来
る
と
動

詞
を
す
え
、
形
と
し
て
決
ま
っ
て
い
る
。

〔
解
説
〕「
夏
」（
級
位
）
は
縦
に
長
い
字
と

な
る
の
で
、
一
画
目
の
横
線
は
長
め
に
書
い

て
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
。

◆
７
月
課
題
予
告

　
鮎あ

ゆ

釣つ
り

や
野
ば
ら
は
花
の
散
り
や
す
く

（
篠し

の

田だ

悌て
い

次じ

郎ろ
う

）

■
両
課
題
と
も
、
文
字
の
変
換
・
配
字
は
自
由
で
す
。

子
に尓

母
に二

ま万

し
ろ
き
花者

奈

の乃

夏
来支

多

る

子
に尓

母
に耳

ま満

し
ろ
き
花
の農

夏
来支

堂

る

子
に
母
に
ま
し
ろ
き
花
の
夏
来き

た

る

�

（
三み

つ

橋は
し

鷹た
か

女じ
ょ

）

外と

に
も
出
よ
触
る
ゝ
ば
か
り
に
春
の
月

（
中な

か

村む
ら

汀て
い

女じ
ょ

）

〔
古
筆
参
考
〕

尓に耳に者は農の堂た



一 般 部 か な 課 題　　　　　　　　　　　師範・教範・書範

締
切
り
　
六
月
二
十
四
日
（
必
着
）�

簗や
な

　
瀬せ

　
舟

し
ゅ
う

　
香こ

う

　
書

〔古筆参考〕

香
こう

紙
し

切
ぎれ

−  3  −

〔
歌
意
〕
ひ
ぐ
ら
し
の
鳴
く
声
も
涼
し
く
聞

こ
え
る
夕
暮
、
ま
だ
夏
な
の
に
、
秋
の
た
た

ず
ま
い
を
兼
ね
て
、
杜も

り

で
は
木
々
の
下
露
が

滋し
げ

く
落
ち
る
よ
。

〔
出
典
〕
新
古
今
和
歌
集

　
　
　
　（
新
潮
日
本
古
典
集
成
）

〔
解
説
〕

・�

㋑
と
㋺
、
㋑
と
㋭
、
㋑
と
㋩
、
㋥
と
㋩
、

そ
れ
ぞ
れ
呼
応
。

・

↓
の
方
向
大
切
。

・

●�

の
動
き
大
切
。

・�

行
の
ふ
く
ら
み
大
切
。

・�

○
余
白
が
線
を
生
か
す
。

◆
７
月
課
題
予
告

　
庭に

は

の
面お

も

は
ま
だ
か
わ
ら
ぬ
に
夕ゆ

ふ

立だ
ち

の

　
空
さ
り
げ
な
く
澄
め
る
月
か
な

�
㋑
㋺
㋩
㋥
㋭
㋬
㋣
㋠
㋷
㋦
㋸
㋾

鳴な

く
蝉
の
声
も毛

す
ずゝ
し
き
夕
暮
に二

秋
を
か可

け介

た多

る
杜も

利

の
し

下

た
つ
ゆ遊

　
　
て
い以

し
の
院
の
う宇

た多

あ
は者

せ世

に二

　
　
　
　
　
つ徒

ら
ゆ遊

き起

花
み身

つ
ゝ
を
し
む
か可

ひ日

な
く
今
日
見ク

れ

ば者

ほ
か可

の
春
と
や
あ
す
は盤

な奈

り利

な奈

ん
（
む
）

㋭ ㋥
㋩

㋺

㋑



は が き 課 題 奥
おく

　田
だ

　三
み

　雲
くも

　書

横 書 き 課 題 尾
お

　郷
ごう

　翠
すい

　光
こう

　書

実　　用　　文
のページ

※手本はつけペン使用。　★三行目は、指定の地名と氏名を書いて下さい。

　
　
　
作
品
の
出
し
方

■
　�

新
入
か
ら
師
範
ま
で
、
ど
な
た
で
も
出
書
で
き
ま

す
。
成
績
は
評
価
に
よ
り
毎
月
変
わ
り
ま
す
。

■
　�

用
紙
＝
は
が
き
課
題
は
は
が
き
用
紙
、
横
書
き
課

題
は
一
般
部
段
位
用
紙
を
横
に
使
用
。

■
　
用
具
＝
は
が
き
、
横
書
き
課
題
と
も
に
自
由
。

　
　
　
　 （
黒
色
に
限
る
）

■
　
両
課
題
と
も
、
書
体
変
換
は
自
由
で
す
。

−  4  −

※
手
本
は
水
性
ボ
ー
ル
ペ
ン
使
用

路
傍
に
そ
よ
ぐ
草
木
の
緑
も
深
み
を

増
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
の
経
過
は

如
何
で
し
ょ
う
か
。
私
も
膝
の
具
合
が

芳
し
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
晴
れ
間
を

ぬ
っ
て
は
散
歩
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

秋
に
は
一
緒
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
。

締切り　6 月 24 日（必着）



一般部毛筆漢字課題 締切り　6 月24 日（必着）

〔読み〕同所に合
ごう

坐
ざ

し楽しむ

〔大意〕一同が同じ場所に集まって楽しむ。

奥お
く  

村む
ら  

暢の
ぶ  

之ゆ
き  

臨

須す  

田だ  

一い
ち  

葉よ
う  

書

新
入
か
ら
１
級
ま
で
（
行
書
）

準
初
段
か
ら
師
範
ま
で

〔出典〕書譜（６８７）　〔筆者〕孫過庭（６４８？〜７０３？）

〔読み〕渉
わた

る。故
ゆえ

に亦
また

二
に

（篆
てん

に）傍
ぼう

通
つう

し、

−
  5
  
−

渉
　
　
　
　
　 

故
　
　
　  

亦
　
　
　
　 

傍
　
　
　
　  

通
　
　
　
　  

二



一般部毛筆かな課題 締切り　6 月24 日（必着）

浅あ
さ  

井い  

機き  

山ざ
ん  

先  

生  

書
　
　

新
入
か
ら
１
級
ま
で

準
初
段
か
ら
師
範
ま
で

■
両
課
題
と
も
文
字
の
変
換
、
ち
ら
し
方
は
自
由
で
す
。

−
  6
  
−

〔出典〕山
やま

口
ぐち

誓
せい

子
し

〔句意〕‌�線香花火の明るさに恋人の白い腕が照りはえる。その腕の白さが

なやましく目にまばゆいというのである。甘美な青春讃歌の句。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手て

花は
な

火ひ

に
妹い

も

が
かゝ
ひ
な
の
照て

ら羅

さ
る流

るゝ

〔出典〕与
よ

謝
さ

野
の

晶
あき

子
こ

〔歌意〕‌�わたしの心は、ひたすらあなたを恋い慕うとて高く飛翔してゆ

くのであろうか。この激しい恋の前には、親への孝養も人倫の

道も問題にはならぬほど小さいのだ。

　
　
わ
が可

こ
こゝ
ろ
君支

三

を
恋こ

ふ
る
と
高多

可

ゆ
く
や

　
　
　
　
　
　
親お

や

も毛

ち
ひ日

さ
し
道
も
ち千

ひ日

さ佐

し

※
検
定
試
験
１
級
コ
ー
ス
を
兼
ね
る
。

※
検
定
試
験
三
段
コ
ー
ス
以
上
を
兼
ね
る
。



一般部毛筆細字課題

伊
い

　藤
とう

　梅
ばい

　香
こう

　書

一般部毛筆条幅課題

荻お
ぎ

　
田た

　
蒼そ

う

　
仙せ

ん

　
書

半紙（３３４mm×２４０mm）

−  7  −

〔�

条
幅
解
説
〕

　
古
典
を
学
ぶ
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ
…
高
い
品
格
を
目
指
す
た

め
。
お
習
字
的
な
字
を
デ
フ
ォ
ル
メ
し
て
も
効
果
は
薄
い
。

古
典
を
拡
大
し
て
作
品
に
生
か
す
の
に
は
筆
づ
か
い
の
工
夫

が
要
り
ま
す
。
そ
こ
に
上
位
の
方
の
書
き
ぶ
り
を
学
ぶ
所
以

が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
紫4

陽
花
が
色
鮮
や
か
な
季
節
と
な
り

　
　
今
年
も
三4

ヶ
根
山
の
あ
じ
さ
い
祭
り
が

　
　
と
て
も
楽
し
み
で
す

　
駐4

車
場
が
混
雑

　
　
す
る
の
で
早4

め
に
出
発
し
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
　
　
　
　（
ご
自
分
の
氏
名
）�

 

　
・
印
で
墨
つ
ぎ
し
ま
し
た
。

〔
条
幅
・
細
字
作
品
の
出
し
方
〕

■ 

新
入
か
ら
師
範
ま
で
、
ど
な
た
で
も
出
書
で
き
ま
す
。

■ ‌�

成
績
（
天
位
〜
５
等
）
は
、
評
価
に
よ
り
毎
月
か
わ
り

　 

ま
す
。

■ 

書
体
変
換
、
変
体
仮
名
の
交
換
は
自
由
で
す
。

〔
大
意
〕
地
上
一
面
の
落

花
の
上
に
、
に
わ
か
雨
が

降
り
注
い
だ
た
め
更
に
涼

し
さ
が
増
し
た
。
山
奥
か

ら
快
い
鳥
の
鳴
き
声
を
聞

き
な
が
ら
昼
寝
を
す
る
。

初
出
品
の
方
へ

　�

支
部
名
・
会
員
番
号
・

姓
名
・
毛
筆
漢
字
成
績

を
、
作
品
左
下
に
必
ず

お
書
き
下
さ
い
。

満ま

ん

ち

の

ら

っ

か

り

ょ

う

う

の

あ

と




地

落

花

涼

雨

後

数す

う

せ

い

ゆ

う

ち

ょ

う

こ

く

て

ん

の

よ

声

幽

鳥

黒

甜

餘

　

　

　

　

　

締
切
り
　
六
月
二
十
四
日
（
必
着
）　
　
半
　
切
（
一
三
六
cm
×
三
五
cm
）

※
検
定
試
験
三
段
コ
ー
ス
を
兼
ね
る
。



教
きょういくぶ

育部硬
こう

筆
ひつ

課
か

題
だい

　　　　　　　　　　　しめきり　6 月24 日（必着）

よ
　
　
う
　
　
年

小
　
一
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
初
段
以
上

◆
ひ
ら
が
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
な
ぞ
っ
て
か
い
て
み
よ
う
）

★
新
入
は
、
年
少
・
年
中
・
年
長
の
別
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

★
幼
年
は
、
全
員
８
マ
ス
用
紙
で
出
書
し
て
下
さ
い
。

（
注
）
え
ん
ぴ
つ
書
き
で
は
、
消
し
ゴ
ム
を
使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
入
〜
１
級

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幼
年
〜
小
三
年
ま
で

　
三み

　
宅や

け

　
容よ

う

　
玉

ぎ
ょ
く

　
書

〈
よ
う
ぐ
〉
自
由
（
黒
色
に
か
ぎ
る
）

−  8  −−  9  −

し
ろ

１

１

１

１

１

１

１

１

２

２

２

２

２

２

２

３

３

３

３

３

４

４

４

５ ６ ５



教
きょういくぶ

育部硬
こう

筆
ひつ

課
か

題
だい

　　　　　　　　　　　しめきり　6 月24 日（必着）

小
　
三
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
初
段
以
上

（
注
）
え
ん
ぴ
つ
書
き
で
は
、
消
し
ゴ
ム
を
使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
入
〜
１
級

〈
よ
う
ぐ
〉
自
由
（
黒
色
に
か
ぎ
る
）

小
　
二
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
初
段
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
入
〜
１
級

−  8  −−  9  −

セ
イ

み
ち

が
わ

カ

お

ノ
ウ

カ
ツ

あ
る

タ
イ



教育部硬筆課題　　　　　　　　　　　しめきり　6 月24 日（必着）

小
　
五
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
）

　
　
　
　
小
五
以
上
は
、
全
員
15
マ
ス
用
紙
で
出
書
し
て
下
さ
い
。
　

解
　
説
（
よ
く
見
て
習
い
ま
し
ょ
う
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
四
年
以
上

　
岡お

か

　
嶋じ

ま

　
桂け

い

　
川せ

ん

　
書

小
　
四
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
員
）

−  10  −−  11  −

〈
用
具
〉
自
由
（
黒
色
に
限
る
）

新
四
年
生
は
、
左
記
に
よ
り
、
全
員
こ
の
手
本
ど
お
り
８
マ
ス
用
紙
で
出

書
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
記

＊�

用
具
は
自
由
で
す
が
デ
ス
ク
ペ
ン
、
つ
け
ペ
ン
で
書
く
人
は
、
硬か

た

く
な

ら
ず
、
の
び
や
か
に
書
く
習
慣
を
つ
け
る
こ
と
が
第
一
目
的
で
す
。

＊
六
月
締
切
り
分
ま
で
は
、
こ
の
方
法
を
続
け
ま
す
。

＊
ペ
ン
書
き
の
人
は
早
く
慣
れ
る
よ
う
、
た
く
さ
ん
練
習
し
ま
し
ょ
う
。

＊�

七
月
締
切
り
分
か
ら
は
、
準
初
段
以
上
は
従
来
ど
お
り
15
マ
ス
用
紙
を

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

キシ
ン

ネ
ン

シ
ャ

サ
イ

シ
ュ

シ
ョ
ク

ブ
ツ

ホ
ン

ホ

カ
ン

ヒ
ョ
ウ



教育部硬筆課題　　　　　　　　　　　しめきり　6 月24 日（必着）

中
　
一
　
年
　
　
　（
楷
書
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

解
　
説
（
よ
く
見
て
習
い
ま
し
ょ
う
）

〈
用
具
〉
自
由
（
黒
色
に
限
る
）

小
　
六
　
年  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
）

中  

二  

・ 

三  

年
　
　（
楷
書
）

−  10  −−  11  −

※�

几き

は
常
用
漢
字
表
外
の
漢
字
で
す
が
、
一
般
社
会
で
は
よ
く
使
わ
れ
ま
す

の
で
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

カ
イ

ソ
ウ

ス
イ

ゾ
ク

カ
ン

ジ
ョ

マ
ク

シ
キ



▼小三年以下の課題　　大
おお

　澤
さわ

　芳
ほう

　仙
せん

　書

◎
お
手
本
は
つ
け
ペ
ン
使
用

▼小四年以上の課題　　木
き

　島
じま

　静
せい

　月
げつ

　書

習っていない漢字は
　　　　ひらがなで書いてもよろしい。

　
　
　
　
◇
作
品
の
出
し
方

一
、
選
定
用
紙
（
五
行
・
四
行
）
に
書
い
て
下
さ
い
。

一
、‌�

作
品
に
は
、
支
部
名
（
校
名
）
学
年
、
氏
名
を
書
き
入
れ
て

下
さ
い
。

一
、
筆
記
用
具
は
自
由
で
す
。（
黒
色
に
限
る
）

一
、  ‌�

四
行
用
紙
を
使
用
し
て
も
よ
ろ
し
い
。
そ
の
場
合
は
、
文
章

を
適
当
に
短
く
し
て
下
さ
い
。

一
、
成
績
は
評
価
に
よ
り
毎
月
変
わ
り
ま
す
。

一
、‌�

支
部
会
員
は
、
出
品
ラ
ベ
ル
を
必
ず
貼
っ
て
下
さ
い
。
貼
っ

て
い
な
い
方
は
新
入
と
み
な
し
ま
す
。

−  12  −

◎
お
手
本
は
え
ん
ぴ
つ
使
用

しめきり　6 月 24 日（必着）

ひ
か

お
お

ば
い

ぜ
ん

せ
ん

う

ひ

は
っ

た
つ

つ
づ

あ
め

お
お

ろ
く

が
つ

ひ

ち
ち



教
きょういくぶ

育部毛
もう

筆
ひつ

課
か

題
だい

　　　　　　　　　　　しめきり　6月 24 日（必着）

−  13  −

幼
年
〜
小
二
年
　
　
酒さ

か

　
井い

　
智と

も

　
仔こ

　
書
　
　



教育部毛筆課題　　　　　　　　　　　しめきり　6月 24 日（必着）

−  14  −

小
三
〜
小
五
年
　
　
水み

ず

　
野の

　
碧へ

き

　
友ゆ

う

　
書
　
　

−  15  −



−  14  −

教育部毛筆課題　　　　　　　　　　　しめきり　6月 24 日（必着）

−  15  −

小
六
〜
中
二
・
三
年
　
　
玉た

ま

　
樹き

　
小

し
ょ
う

　
華か

　
書
　
　



−  16  −−  17  −

第第７8７8回　毛筆検定試験受験要項回　毛筆検定試験受験要項 66 月月2424 日締切り日締切り

■
受
験
に
あ
た
っ
て
ご
注
意

▼�

検
定
受
験
者
は
、
六
月
の
す
べ
て
の
毛
筆
月
例
競
書
を
お
休
み

下
さ
い
。（
短
期
特
別
課
題
は
出
品
可
）

▼�

一
覧
表
の
最
高
昇
段
級
位
と
い
う
の
は
、
各
コ
ー
ス
で
取
得
で

き
る
最
高
の
段
、
級
位
を
示
し
た
も
の
で
す
。
現
在
こ
の
段
級

位
に
あ
る
人
は
、
そ
れ
以
上
の
コ
ー
ス
を
受
験
し
て
下
さ
い
。

■
出
　
品
　
方
　
法

▼�

作
品
は
、
必
ず
一
覧
表
に
明
示
し
た
順
序
に
そ
ろ
え
、
右
肩
を

ホ
ッ
チ
キ
ス
で
と
じ
て
下
さ
い
。

　

‌�　

た
だ
し
教
範
コ
ー
ス
は
、
上
か
ら
、
①
漢
字
②
か
な
③
細
字

④
教
育
部
手
本
課
題
⑤
条
幅
⑥
書
歴
（
初
回
の
み
。
詳
細
は
本

部
へ
問
合
せ
）
の
順
に
そ
ろ
え
、
ゼ
ム
ク
リ
ッ
プ
で
と
じ
て
下

さ
い
。

▼�

検
定
作
品
と
月
例
作
品
を
同
封
す
る
場
合
は
、
必
ず
、
二
つ
の

ビ
ニ
ー
ル
袋
に
分
け
て
入
れ
、
表
に
「
検
定
」「
月
例
」
と
明
記

し
て
混
同
し
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

▼�

支
局
・
支
部
に
は
「
検
定
作
品
出
品
明
細
書
」
を
七
月
号
配
本

時
に
同
封
し
ま
す
か
ら
、
所
要
事
項
記
入
の
上
、
作
品
、
受
験

料
と
同
封
し
て
下
さ
い
。
さ
ら
に
、
正
確
を
期
す
上
か
ら
受
験

者
名
簿
を
添
付
し
て
下
さ
い
。

▼�

封
筒
に
「
検
定
受
験
」
と
朱
書
し
て
下
さ
い
。

▼�

受
験
料
は
、
為
替
か
小
為
替
で
作
品
と
同
封
す
る
か
、
現
金
書

留
に
よ
る
送
金
に
限
り
ま
す
。（
振
替
、
そ
の
他
は
不
可
）

　

●
締
切
り　

令
和
二
年
六
月
二
十
四
日
（
本
部
必
着
）

　

●
送
り
先　

大
書
心
会
検
定
試
験
係

　

●
発

　
表　

令
和
二
年
九
月
号

▼�

肉
筆
手
本
希
望
者
は
、
毎
月
裏
表
紙
掲
載
の
先
生
へ
、
現
金
書

留
（
返
信
用
封
筒
同
封
）
で
お
申
込
み
下
さ
い
。

　

‌�（
左
記
料
金
は
、
一
点
に
つ
い
て
の
新
価
格
で
す
。
た
だ
し
、
コ

ピ
ー
手
本
・
添
削
料
は
四
割
の
価
格
と
い
た
し
ま
す
）

　
※
条
幅
の
原
寸
大
の
コ
ピ
ー
手
本
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漢 

字 

半 

紙 

…
… 

一
、二
〇
〇
円

・
一 

般 

部 

１ 

級 

・ 

三 

段 

コ 

ー 

ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
細 

字
・
か 

な 

…
… 

一
、八
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漢 

字 

半 

紙 

…
… 

一
、四
〇
〇
円

　
　
　
　

       

五 

段 

コ 

ー 

ス 

以 

上　
　 

条　
　
　
　

幅 

…
… 

三
、八
〇
〇
円

・
活  

字  

課  

題

　
　
　
　
　
　
　
　       

会 

友 

コ 

ー 

ス 

以 

上　
　 

細　
　
　
　

字 

…
… 

二
、〇
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教　
育　
部 

…
…　
　

九
〇
〇
円　
　

｛｛

課　題 最  高  昇

段  級  位
課 題

漢 字

楷書 行書
かな 細字 計

受 験 料
（新価格）

１級コース

三段コース

一

般

部

１級まで

三段まで

漢字は下掲課題

かなは月例級位課題

漢字は下掲、かな・

細字は月例段位課題

コース

１

１

１

１

１

１

３

４

１，６００

２，１００

一般部１級・三段コース

１

ー

〔１級コース漢字課題〕

《行　書》 《楷　書》

須   田   一   葉   書

《孔子廟堂碑》《集字聖教序》

〔三段コース漢字課題〕

※受験料は全コースとも、消費税増税に伴う新価格となっています。

神 谷 葵 水 先 生 書

人じ
ん

寿じ
ゅ

は
金き

ん

石せ
き

に
非あ

ら

ず



−  16  −−  17  −

一般部五段・書範・教範コース　　 教育部普通・会友コース

◎師範試験は、毎年 2月に単独で実施しています。

■
五
段
・
書
範
・
教
範
コ
ー
ス
受
験
の
き
ま
り

一
、�‌

五
段
・
書
範
・
教
範
コ
ー
ス
受
験
は
、
上
掲
一
覧
表
の
と

お
り
の
受
験
有
資
格
者
に
限
り
ま
す
。

一
、‌�

教
範
コ
ー
ス
は
単
位
合
格
が
認
め
ら
れ
ま
す
が
、
単
位
を
取

得
さ
れ
て
い
て
も
、
受
験
の
際
は
改
め
て
全
科
目
を
提
出
し

て
下
さ
い
。
た
だ
し
、
合
格
科
目
に
つ
い
て
は
、
審
査
の
対

象
か
ら
除
き
ま
す
。

一
、‌�

単
位
合
格
は
、
二
年
以
上
検
定
試
験
を
受
験
し
な
い
と
無
効

に
な
り
ま
す
。

　
　
五
段
・
書
範
・
教
範
コ
ー
ス
課
題

漢
　
字
　
　
五
段
コ
ー
ス
以
上
共
通
（
半
紙
）

図
版
で
示
し
た
三
つ
の
法
帖
の
各
六
文
字
を
、
そ
れ
ぞ
れ
半
紙
に

臨
書
し
て
下
さ
い
。

か
　
な
　
三
段
コ
ー
ス
以
上
共
通
（
か
な
用
半
紙
）

次
の
和
歌
を
、
か
な
半
紙
に
ち
ら
し
書
き
に
し
て
下
さ
い
。

◎
わ
が
こ
こ
ろ
君
を
恋
ふ
る
と
高
ゆ
く
や

　
　
　
　
親
も
ち
ひ
さ
し
道
も
ち
ひ
さ
し
（
与よ

謝さ

野の

晶あ
き

子こ

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
６
頁
参
照

条
　
幅
　
書
範
・
教
範
コ
ー
ス
共
通
（
画
仙
紙
半
切
）

次
の
語
句
を
、
画
仙
紙
半
切
に
体
裁
よ
く
書
い
て
下
さ
い
。

 

　 

恰あ
た
か
も
し
ゅ
ん
ぷ
う
の
あ
い
あ
ざ
む
き
う
る
に
に
て

似

春

風

相

欺

得

 

　 

夜や

ら

い

に

ふ

き

お

る

す

う

し

の

は

な

来

吹

折

数

枝

花

細
　
字
　
五
段
コ
ー
ス
以
上
共
通
（
半
紙
）

次
の
語
句
を
、
行
書
ま
た
は
行
草
体
で
体
裁
よ
く
書
い
て
く

だ
さ
い
。

教
育
部
手
本
課
題
　
教
範
コ
ー
ス
の
み
（
半
紙
）

※
氏
名
は
、
各
学
年
に
合
わ
せ
て
お
書
き
下
さ
い
。

　（
小
１
年
は
ひ
ら
が
な
で
書
く
な
ど
）

　
　
　
　
会
友
コ
ー
ス
課
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▼�

六
月
締
切
り
の
自
分
の
学
年

の
月
例
課
題
一
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▼
上
の
語
句
の
行
書
一
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　‌�

計
二
枚
を
一
組
と
し
、
右
肩

を
と
じ
て
出
品
の
こ
と
。

▼
集
字
聖
教
序

　
　
　
　
　
　
　
　
基

　
乎

　
西

　
圡

　
騰

　
漢

▼
孔
子
廟
堂
碑
　
　
　
　
　
　
　
　
儔
　
而
　
徳
　
侔
　
覆
　
載
　

ゆ
げ

三　

角

定　

規

発
表

（行　書）

小　６

小　１

コース

課　題
受 験 資 格

最 高 昇
級 段 位

課　　題
漢　字

楷書 行書 草書

受験料

（新価格）

五　 段

コ ー ス

教 

育 

部

一
　
般
　
部 書　　　　範

支局・支部長

五段まで

教　　範

下記（活字）

四段以上の中学生
準会友の小学生

６月しめきりの月例競書課題

６月しめきりの月例競書課題と下記活字課題（行書）

２, ７００

３, ２００

４２０

７４０

１

２

書 範

コ ー ス

教 範

コ ー ス

普 通

コ ー ス

会 友

コ ー ス

有 段 者
支局・支部長

書範まで

か
な

細
字

条
幅 計

手

本

教
育
部

１ １ １ １ １ ー ー ５

１ １ １ １ １ １ ー ６

１ １ １ １ １ １ ２ ８ ４, ２００

下記（活字）

下記（活字）

有 段 者
支局・支部長

▼
書

　
　
譜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
未

　
必

　
謝

　
之

　
此

　
乃

早
朝
の
散
歩
で
軽
く
汗
を
流
し
た
後
は

自
家
製
の
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
で
心
身
共
に

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
ま
す
　
仕
事
も

快
調
で
す
　
あ
な
た
も
一
緒
に
如
何
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令和２年度行事予定令和２年度行事予定

期　日 事　　項 場　　所

　６月２１日（日）

　　　３０日（火）

文部科学省後援書写技能検定試験（硬・毛）

第７８回毛筆検定試験審査会

大書心会本部

大書心会本部

　７月２４日（金・祝）

　　　３０日（木）

第９８回全国書道硬筆コンクール出品締切り

（教育部）

同上コンクール審査会 セラトピア土岐

　９月　６日（日） 特別講習会（ホテルランチ付） ホテルメルパルク名古屋

１１月　８日（日）

　　　３０日（月）

文部科学省後援書写技能検定試験（硬・毛）

第１１９回硬筆検定試験審査会

大書心会本部

大書心会本部

１２月２４日（木） 第７９回毛筆検定試験審査会 大書心会本部

　１月２５日（月）

　　　２９日（金）

　　　３１日（日）

第９９回全国書道誌上毛筆コンクール出品締切り

（一般部・教育部）

同上毛筆コンクール審査会

文部科学省後援書写技能検定試験（硬・毛）

セラトピア土岐

大書心会本部

　２月２７日（土） 師範試験審査会（硬・毛） 大書心会本部

　３月２０日（土・祝） 令和３年総会 セラトピア土岐

※上記行事は、状況により延期、または中止となる場合がありますのでご注意下さい。

※本部事務局は、当面の間午後 4時に終了いたします。また臨時休業することがあります。ご了承下さい。

　
総
会
の
中
止
に
つ
い
て

�

会
長
　
奥
村
暢
之

　
通
常
で
す
と
、
こ
の
ペ
ー
ジ
に
は
三
月
二
十
二
日
の
総
会

の
報
告
記
事
が
掲
載
さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
の
拡
大
に
よ
り
総
会
は
中
止
、
今
や
全
国
に

緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
、
日
本
国
す
べ
て
が
「
自
粛
・
中

止
」
の
体
制
に
入
り
ま
し
た
。

　
小
会
と
し
ま
し
て
は
、
今
後
も
競
書
関
係
の
業
務
は
粛
々

と
継
続
し
て
参
り
ま
す
が
、
人
が
一
カ
所
に
集
ま
る
行
事
に
つ

い
て
は
予
断
を
許
し
ま
せ
ん
。
状
況
を
見
な
が
ら
の
判
断
と

な
り
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
の
ほ
ど
、お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
総
会
中
止
に
伴
い
、様
々
な
議
案
の
決
議
が
で
き
ず
、

特
別
措
置
と
し
て
執
行
部
に
一
任
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。（
資
料
は
、
正
会
員
に
送
付
済
み
）

　
変
更
の
あ
っ
た
一
部
を
、
簡
潔
に
発
表
い
た
し
ま
す
。

▼�

正
会
員
名
簿
を
、
正
会
員
全
員
に
毎
年
配
布
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、
当
面
隔
年
発
行

と
し
今
年
は
休
止
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
不
掲
載
の
希
望

も
個
々
に
対
応
し
ま
す
の
で
、遠
慮
な
く
お
申
し
出
下
さ
い
。

▼�

正
会
員
規
約
改
正
に
つ
い
て

　�

第
六
章
の
「
弔
慰
・
見
舞
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
は
正

会
員
で
ご
逝
去
さ
れ
た
方
に
は
、
弔
慰
金
と
し
て
一
万
円

を
お
贈
り
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
総
数
約
千
人
（
当
初
の

約
五
倍
）
と
拡
大
し
た
組
織
と
し
て
は
管
理
が
む
ず
か
し

く
な
り
、
公
平
な
運
用
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

一
般
的
な
弔
慰
・
見
舞
金
は
廃
止
と
い
た
し
ま
す
。
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　保存版　ひ　ら　が　な　一
いち

　覧
らん

　表
ひょう

　この表は、小会発行の「ひらがなのおけいこ帳（カタカナ付）」から転載しました。このペー

ジを切り取ってファイルに保存し、裏面のカタカナ一覧表とともに、今後のおけいこに活

用して下さい。

　うすくコピーして、なぞり書きの練習をすることもできます。

奥

村

憲

照

先

生

書
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　保存版　カ　タ　カ　ナ　一
いち

　覧
らん

　表
ひょう

　この表は、小会発行の「ひらがなのおけいこ帳（カタカナ付）」から転載しました。このペー

ジを切り取ってファイルに保存し、裏面のひらがな一覧表とともに、今後のおけいこに活

用して下さい。

　うすくコピーして、なぞり書きの練習をすることもできます。

奥

村

暢

之

書




